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(1)ネ ッ ト時 代 の コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン

90年 代後半のアメ リカ経済は 目覚 しい再生を遂げている。過去3年 間でみ ると、ア メリ

カのGNPの 成長の27%は 、ハ イテ ク情報通信産業関連が 占めている。 この事は従来 の第

一次重厚長大産業ではな く
、情報通信産業の貢献に よって アメ リカ経済の成長が もた らさ

れた と言 って も過言ではないだろ う。

これと似たような傾向は 日本で も起 こっている。た とえば96年 度の全産業の民間設備投

資額 は約45兆 円であ るが、そ の うち約1割 にあた る4兆1000億 円がNTTな どの情報通信

関連で占め られている。

また、携帯電話やPHSな どの移動通信の設備だけで も、1兆6000億 円に達 してお り、

自動車産業全体の1兆5000億 円を上回 っている。

携帯電話の普及度合いを見てみ ると、現在2900万 台に達 しているが、96年 の1年 間だけ

で1000万 台以上の伸 びを示 している。かつてのテ レビ受像機がかれ これ20年 かかって2500

万台に至 ったことを考える と、携帯電話の ここ数年間の急激な延びは異常 とも言 える現 象

ではなか ろうか。

60年 代の高度成長時代をささえて ぎたテ レビは、家電商品の中心的存在 と して、またお

茶の間に深 く浸透 して、 日本 人の生活や文化その ものに多大 な影響を与えて きた。 ポケベ

ルや留守録機能などの周辺分野 も含めた携帯電話 も、かつてのテ レビの ように新 しい 日本

の若者の文化や ライフスタイルに大 きな変化 を もた らす ことになるだ ろう。

ただ し、 日本の情報関連消費額の対国内総生産(GDP)比 は、94年 で1.5%弱 で、先進

国中16位 とまだまだ規模が小 さい。イ ソターネ ッ トに接続 しているホス トコソピュー タの

数 は、 アメ リカが1011万 台に対 して、EI本 が73万 台で 日本は世界第2位 というものの、ア

メ リカの約14分 の1に 過 ぎない。

また、人口1000人 あた りのホス トコソピュータ数でみ ると、 日本はOECD加 盟国中18位

で、いまだに下位 グルー プに属 してい る。 パ ソコソのLAN接 続率 もアメ リカの52%に 対

し、 日本は8.6%。 また、パ ソコソの オフィス普及率 もア メリカの41.7%に 対 し、 日本は
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9。9%と 、10人 に1台 の割合に過 ぎない。

21世 紀は間違いな く電子情報 ネ ッ トワー クの時代で ある。電子情報は時間や国境 、さら

には企業や組織内の序列を乗 り越 えて 自由に飛びか うことが出来 る性質を もっている。

日本 もこの来 るべきネ ッ ト時代 に備えて、抜本的に情報関連の設備投資 と研究に資金 と

人材を投入すべ きであると考える。

(2)イ ン タ ー ネ ッ ト

ひ と ころは、 ビジネ スマ ソの 会話 と して 、 ワー プ ロが 打 て るか ど うか が話題 にな った が

この頃 は 「E-mai1ア ドレスを もって い るか」 、 また は 「イ ソター ネ ッ トをや って い るか 」

が よ く話 題 に な る よ うにな った。

日本で もイ ソ ター ネ ッ ト人 口は 、500万 人 と も600万 人 と も言 われ て い る。現 在 、世 界 の

利 用者 は1億 人 を 超 え る と も言 われ て お り、 これ が2000年 に は10億 人に な る との試 算 もあ

る。

この イ ソター ネ ッ トの 仕組 み は鉄 道網 に例 え て考 え る と理 解 しやす い。 地域 の各路 線 は

そ れ ぞれ の 運営 や サ ー ビスが 自律 的 にな され て い るが 、新 しい路線 が 開発 され る と、全体

と してみ れ ば鉄 道 網 が広 が って 、行 け る場 所 が増 え る とい う ことに な る。

そ の接 続 の役 割 をす るの が乗 り換 え駅 で あ り、 イ ソター ネ ッ トの場 合 は 「ル ー タ」 とか

「ゲー トウェイ」 と呼ば れ る。 この 目的 もサー ビス も違 う ネ ッ トワー クが相 互 に接続 され

て い る とい う点 が 、 イ ソ ター ネ ッ トと鉄 道 の 類似 点 だ と言 え よう。 また 、鉄 道全 体 の オー

ナ ー もい ない とい う点 も共通 して い る。

イ ソター ネ ッ トを 一 口で 言 い表す とす れば 、 「世 界 中の す べて の コ ソピ ュー タを つ な ぐ

コソ ピュー タネ ッ トワー ク」 とい え る。 この ネ ッ トワー クの特 徴 は 、 「双方 向性 」 、 「対

等性 」 そ して 「日常 性」 とい う三 点で 今 まで の電 話 や フ ァ クシ ミリ、 さ らには パ ソ コソ通

信 と も異 な った最 新 の機 能 を有 す る メデ ィア と して 大 きな期 待が よせ られ てい る。

例 えば 、電 子 メール に は メー リソグ ・ リス トとい ぢ仕組 み が あ り、 あ る グル ー プに ま と

め て 同 じ情報 を瞬 時 に送 る こ とが 可能 で あ る。 ま た、 電子 掲示 板(ブ リテ ソ ・ボー ド ・シ

ステム)と い った機能 もあ り、つ ま りこれは、いつで も誰 で ものぞ くことがで きる コソピュー

タ上 の掲 示板 で あ る。

ここで 、電話 に よる コ ミュニケ ー シ ョソと電子 メールを利用 した 場合 の コ ミュニケー シ ョ

ソを 比較 してみ よ う。

まず電 話 に よる コ ミュニ ケー シ ョソの場 合 、一 番気 を使 うこ とは相手 が 電話 に 出 られ る

状 態 に あ るか どうか とい う点 で あ る。 日常 で は 、そ れを あ る程 度 見込 んだ 上で 相 手 に電話

をか け る。 声 の トー ソや 大 き さな どか ら相 手 の感 情 な ど も察 知 しや す い。 従 って 、電 話 に

よる会話 は ハイ コソテ クス トな もの と言 え るので は な いだ ろ うか。
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電 話 電 子 メ ー ル

感情 伝わ りやすい 伝わ りにくい

時間 相手が起きている時間帯 何時で も可能

情報の流れ 双方向 双方向

会話 同期型 非同期型

コ ン テ ク ス ト ハ イ コ ン テ ク ス ト ロ ー コ ソ テ ク ス ト

(電 話と電子 メールの比較)

それに対 し、電子 メールに よる利便性 は、まず相手の状態はおかまいな しに送 り手の都

合で メッセー ジを送 ることが出来 ることである。電話 と違 い会話は非同期型になるので、

感情は伝わ りに くい。当然 メッセー ジの内容は ロー コソテクス トになるが、同時 に多数の

連絡事項を一度に送信す るな どの場合にはうってつけの機能である。

イ ソターネ ッ トの革新的な機能 と しては、 ファイル転送 とい う応用機能がある。従来 は

コソピュー タの専門家同士がいて初めて情報を交換す ることが出来た ことを、 自由に誰で

も転送することが出来 るようになった ことは革新的進歩である。 この事を可能 に したのは

「ア ノニマスFTP」 す なわち、ファイル転送の プロ トコルが定 め られた ことによる。

ワール ド・ワイ ド・ウエブ(WWW)の 存在 も忘れてはならない。 イソターネ ットのサー

ビスシステムに ワール ド・ワイ ド・ウエブ 「蜘蛛 の巣の こと」 とい うものがあ り、 ここに

は世界 中の個 人ユーザーや企業のそれぞれの情報 がペー ジ単位 に登録 され ている。 この

WWWに 一般のユーザーは電話 回線で接続す ることによって、簡単 にイ ンターネ ッ トの世

界へ入 り込む ことが出来 るのである。

ワー一ル ド・ワイ ド・ウエブは現代の百科事典だ という人がい るが、従来の百科事典 と異

なる点は、そ こには権威者がいないとい うことが特徴 として考え られる。つま りワール ド・

ワイ ド・ウェブを通 じて得 られる知識 の体系は各個人が勝手に選んでつ くった ものである

し、1つ の見出 しについて何通 りもの記述に出 くわす ことも考 えられる。その中で どういっ

た指標を作 ってい くか とい うことが重要な話題になるだろ う。

イ ンターネ ッ トの大きな特徴 と しては、従来の既存の権威あるマスメデ ィアか ら発信 さ

れる、即 ち金の力に よる情報ではな く個人で もこのネ ッ トワー クを利用す ることに より、

大きな規模の力を発揮 しうるという点があげられる。

つま り地球上の人類一人一人が、平等な権利を持 って世界 じゅうの人々と双方向の コミュ

ニケー シ ョソをはか ることが可能なわけで、この ことは従来のマスメデ ィアにはなかった

新 しい コミュニケー シ ョソのス タイルをWWWは 提供 した ことになる。
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(3)組 織 へ の 影 響

これまで見てきた ように、ここ数年の情報技術の進歩は 目を見はるものがあ り、まさに

情報革命の名にふ さわ しい。21世 紀型の情報 システムの核心 は、個 と個のネ ッ トワー クの

確立であろう。

今までの ネ ッ トワー クは、どちらか とい うと会社や大学 といった ような組織単位内にお

ける情報化 といった形で進 め られてぎた ものが、デー タベース、パ ソコン通信網な らびに

イ ソ トラネ ッ トとい うものを組み合わせた システムへ統合 され るとい う方 向にある。その

統合 された ネ ッ トワー クの主役は、あ くまで もIDを 持 った個人、一人一人で ある。

会社のような組織の中の コミュニケー シ ョソは、従来であれば個 人と個人、または部課

単位で話 し合 うとい うのが通常のパ ター ソであ り、その際使われ るのは黒板や メモ、電話

やファクシ ミリであった。 この組織の中に コソピュータが導入されるようにな り、コソピュー

タと人間の会話 は一部の専門の 人間に限 られているとい うケースが よく見 られた。

しか し、最近 のパソコソ能 力の 目覚 しい向上に より、人 と機械の コ ミュニケーシ ョソが

よりスムースに行われるようになって きた。

情報処理室にかたまって配 置されていた大型 コソピュータが、ダウソサイズ化 し、組織

のすみずみ までパー ソナ ライズし、各部署の 人間が 自分の必要 な情報や報告をパ ソコソで

や ってのけ るとい うEUC(エ ソ ドユーザー ・コソピュー テ ィソグ)の 時代が到来 しつつ

あるのである。

このEUC化 が組織 内で進行す ると、組織 も縦型の ヒエラルキー型か らフラ ッ トなネ ッ

トワー ク型組織へ と変わってい くことになる。早 くか らこの情報改革に取 り組んで きた花

王株式会社 では、EUC対 象人員3000名 に対 してほぼ100%パ ソコソを導 入 し、社 内連絡文

書は勿論 、個 人の報告書 、経理事務 、全国にある支店や工場を回線でネ ッ トワー クし、こ

れによって紙の使用量だけで も70%以 上の削減が実行できた という。(1996年)

この システム化の中心 にな った同社取締役平坂敏夫氏によると、情報 システムの再構築

は、 「鉄道型」か ら 「鉄道 ・マイカー併用型」情報 システムへの転換 と表現 している。

つま り、従来のSEな どに操作を限 られた大型 コソピュー タ中心の情報 システムを、社

員誰 もが好きな時に必要 なデー タを取 ることがで ぎるマイカー型 システムに転換 し、社 員

も勉強 して実現に こぎつけた というわけである。 この際、従来の鉄道輸送す る集中処理 と

自動車輸送す る分散処理 の区別を、明確 に してお くことが肝要だと氏 は述べている。

電子 メールを使 うと、会議のや り方 も随分違 った ものにな って くる。例えば、あ らか じ

め議長が、ある提案を メソバー全員に メー リソグリス トなどで メールを送 る。そ して電子

メールで意見交換 などを行な うことが出来 ると、いざ会議に入った ときに新 しい段階での

より深い内容の議論が可能になる。 これ は、従来の会議形態 よ りも時間的にかな り速い意

志決定 が可能 にな る。特に国際会議などの場 合は効果を発揮するだ ろう。
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求人活動について も全 く新 しい展開が可能になる。各会社 が求 人す る場合、従来 なら分

厚い就職ガ イ ドを学生に提供 し均一的な情報 しか出せ なか った ものが、イ ンター ネッ トの

ホー ムペー ジを充実 してお くことによ り、学生側か らの多岐 にわたる質問に対応す ること

が出来るだろ う。

また学生側にとって も、 自分の個性を一枚の履歴書だけに頼 るのでな く、自分の能力や

特技(語 学 力 ・ボラソテ ィア ・各種資格など)を コンピュー タ上で表現す ることもで きる

だ ろう。事実、97年 度の実績では61.5%の 人学生がイ ンターネ ッ トを利用 して就職活動 を

した と、ダイヤモ ソ ド・ビッグ社が まとめた 「97年就職活動調査」 に報告 されている。 こ

れは昨年に比べほぼ倍増 してお り、電子 メールでの資料請求は一人平均8.3社 にのぼ った

そ うだ。

それでは、すべての就職活動が将来 イソターネ ッ トによって行われ ることになるのか と

言えば、そ うではないと思 う。あ くまで も、 イソターネ ッ トは従来あった面接や書類に よ

る就職活動 の補充的 ッールと して、大変有力な情報 システムではあるが、本来人間の雇用

関係 というものは ヒューマ ソな もので、 コソピュー タではお しはかれない部分 も多分にあ

る。そ ういったハ イタ ッチな部分は残 されてい くものと思われ る。

組織 について言 えば、 コソピュー タ、中で も電子 メール導 入に より企業 は ピラ ミッ ド型

の垂直管理 か ら、中間管理者層をス リム化 した水平管理に移行する。

ジェレミー ・リフキ ソは 『大失業時代』で 「多 くの米国の企業経営者は、情報通信の革

新で、今の中間管理職層を幾重に も積み重ね た ピラ ミッ ド組織か ら、よ り水平な組織への

改編 を進めてい る。企業 は、経営陣、専門家、技術者 とい う少数のエ リー トと最先端 の機

械だけに して、従業 員は必要な ときだけ雇い入れ るとい う考え方に変化 していぎ、その う

ち、どこの国において も社会の二重構造が生まれ、上の2割 の人間は知的専門職 に くら替

え しつつあるが、中流層を含めたその下の8割 は労働市場か らは じき出 されて しまう。」

と警鐘を鳴 らしている。

つま り、我 々は技術革新に よって、個 人的な生活の余暇を獲得す る一方で、大量の人が

仕事 を失い、社会が崩壊 して しまうという、パ ラ ドックスを生 じさせているのである。

(4)教 育 へ の 影 響

文 部 省 の調 べ に よる と、 公立 の小 ・中 ・高校 な どの うち 、 パ ソ コ ンな どの コソ ピュー タ

を設 置 して い る学 校 は90.6%に 達 して い る ことが 分か った。

と こ ろが 、 コソ ピュー タを操 作 で き る教 員 は全体 で41.3%で 、指 導 で き る先生 とな る と

17.0%だ そ うで 、 これで は せ っか くハ ー ドが揃 って も宝 の持 ち腐 れ とな って い るの が実 態

の よ うだ。

ア メ リカ ニ ュー ジャー ジー 州の ク リス トフ ァー ・コロ ソブ ス ・ミ ドル ス クー ルは 、 パ ソ
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コンネ ッ トワー クによ り生まれ変わった学校だ。1980年 代の終わ り、登校拒否や中途退学

の多かった この学校 に、州政府は5ヶ 年計画で140台 のパ ソコソを導入 し、7年 生の生徒

と教師の全家庭に設置。2年 後 には このパ ソコソによる教育が効果を発揮 し、生徒達の標

準テ ス トの成績 も州平均をはるかに しの ぐまで 向上 したそ うだ。

また、カナダの レス ター ・B・ ピアスソ ・ス クール も、1200人 の生徒 に対 し300台 のパ

ソコソが設置 され、100種 類以上の ソフ トが使われている。全国平均 の中退率 が30%の 中

で、 この学校の場 合4%と い う、カナダで も最 もパ ソコン教育が うま く行 っている代表校

に数え られてい る。

この ように世界には、パ ソコソに よる教育が成功 している例が少な くない。 イソターネ ッ

トは膨大な情報を運んで くる。共通語は英語だか ら日本人の場 合、英語 力の差が情報格差

を広げているとも言 えるか もしれない。

確かにイソター ネッ トは読み書 きが中心になるが、それでできる コミュニケー シ ョソの

質 と量 には限 りがある。例 えば、喜びや感動などの感情表現には文字表記だけで、ある種

の限界はある。

「イソターネ ッ ト時代だか ら小学生に も英語 と コソピュー タを もっと教えなければな ら

ない。」 というのは早計で、やは り的確な自己表現を母国語でで きるという基礎教育は怠っ

てはいけない。

昨年 、 日本工業 規格(JIS)は 国際標 準化機構(ISO)が 定めた新 たな国際文字規格

「ユニー ド」 を採用す ることを決定 した。 ところが アメリカ人が開発 したこの規格は、 日

本だけでな く中国、韓国な どの同 じ漢字文化圏において共通 して コソピュー タソフ トに合

わないか ら、言語を英語に統一するとい うもので欠点が多い。本来言語に合わせて技術は

進歩す べきであると考 える。

文部省は最先端のマル チメデ ィアを利用 した研究開発や教育に取 り組 めるようにす るた

め、 「マルチメデ ィア ・ユニバー シテ ィー ・パイ ロッ ト」 と名づけ、96年 よ りモデル機を

選定 し、ISDNに よる電子 ニュース システムや国際会議、また開発 した ソフ ト教材を使 っ

ての共同議座などを支援 してい る。

また青山学院人学はカー ネギー ・メロソ大学 と共同で開発 し、変速デ ジタル回線に よる

リアル タイムで双方の教室を統合 して行 う国際合同授業 「グローバル ・クラスルーム」の

実践を行なっている。 この電子情報 によるネ ッ トワー クは距離 ・時間 ・位置に拘 らず、国

境 を超えての高等教育の国際性を実現化することが可能 となる。

情報図書館の動 きも目が離せ ない。 グーテ ンベル グが印刷機を発明 してか らほぼ、1000

年の時代が経ち、本が出版情報を伝達す る機能を支 えてきた。20世 紀に入ってからは、こ

の製本、出版にかかる時間 よ りも情報の流れが より早 くな り、一週間単位で発行 される雑

誌が、ニュースな どの伝達媒体 と して重要視 されるようになった。中で も科学情報は、印
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刷に時間がかかるハー ドカバーでな く、月単位で発行 され る科学雑誌に権威ある論文 も掲

載 されるように変化 して きた。 この傾向は電子テキス トによって、 より情報の伝達速度が

早め られ ることになるだろ う。

電 子 図書 館 は従 来 の 文 学 情 報 だ け で な く、 絵 画 や 書 画 、骨 董 な どの 写 真情 報 も

CEトROMに 記憶 させ ることに より、広 く検索す ることが可能 にな る。 この古今東西の情

報がデー タベース化 される ことによ り、読書機能端 末の開発が急 がれ る。 この端末は ラ ッ

プ トップ型の携帯型で、どこで も運ぶ ことが出来、辞書機能や栞マークや下線付加、切 り

抜きや メモ、更には翻訳機能 も加わ った もの も近い将来完成するだろう。 この ような電子

機能端末が実現 して初 めて、人は電子図書館の恩恵を こうむ ることになる。

いずれに して も、 このような新 しい情報 システム時代に対応す るには情報 リテラシー能

力を身につけることが肝要である。情報 リテ ラシーとは、一番 目にデータベースな どか ら

情報を引 き出す ことがで き、二番 目は、パ ソコソソフ トを使 って デー タを加工 した り編集

した りす る能 力、そ して三番 目は、パ ソコソ通信を利用 して情報を伝達する能力である。

これ らの3つ の能力を高めることが、今後の情報社会 においては最 も重要な課題 となる

だ ろう。

(5)社 会 へ の 影 響

マル チ メデ ィア時 代 の到 来 とい うが、 そ れで は、そ もそ もマ ル チ メデ ィアの定 義 は何 だ

ろ うか。

日経 パ ソ コソ新 語辞 典 に よる と、 「コソ ピュー タ上 で 、画 像 、音 声 、文 字 、 コ ソピ ュー

タ ・デー タな ど多様 な素 材 を複 合化 して使 うこ と。 」 とあ る。 また 、 イ ソタ ラ クテ ィブ性

を伴 って初 め てマ ル チ メデ ィアで あ る とい う考 え方 もあ る よ うだ 。 いず れ に して も、 マ ル

チ メデ ィアそ の もの の定 義 も、 そ の用途 と同 じく定 ま った もの はな い。

マ ル チ メデ ィアを構 成す る3つ の 大 きな分野 は次 の よ うな もの が考 え られ る。 そ の1つ

目は 「端 末機器 」で 、 パ ソ コンの よ うな情 報 と人 間 の接 点 であ る。2つ 目は、 イ ソター ネ ッ

トやISDN、CD-ROMな どの よ うな 「情 報 を運 ぶ 伝達 手 段」 で あ る。3つ 目は 、 ゲー ム、

テ レビシ ョッ ピソ グ、遠 隔 教 育 な どの 「伝達 す る情 報 内容 つ ま りコ ソテ ソ ト」そ の もので

あ る。

これ らの3つ の分 野 の発 達 に よ り、従 来で は万人 が 関心 を 持 つ マ ス情 報 だ けで な く、少

数 派 の パ ー ソナルな情 報 に つ いて も映 像 を 自由に双 方 向 で利 用で き る よ うに な って きた 。

そ して、その ような コ ミュニケー シ ョンが地球規模でいつで もどとで も行なえるように時

代 は変 化 して きて い るの で あ る。

この 、い つで もど こで もとい う言 葉 で想 起 で き るの が、 フ レッ クス タイ ムと フ レ ックス

プ レイ スで あ る。 つ ま り、従 来 の勤 務形 態 が 時間 の フ レキ シ ビ リテ ィーのみ で あ った もの
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がサテライ ト・オ フィス勤務 、つま りマルチ メデ ィアの発達 のおかげで フレックスプレイ

ス勤務が可能になったのである。 サテ ライ トオフ ィス協会の調べに よると、現在の 日本の

テ レワー ク人口は95万 人だそ うだが、この うち毎週1回 以上パ ソコンを使 って仕事をす る

人は40万 人 しかいないそ うだ。

これに対 して今、 アメリカではテ レワー ク人口は1123万 人だそ うで、 日本の10倍 の勘定

になる。 日本で も、大都市圏の住環境の悪化を考慮 し、サテライ ト・オフィスの試験が行

われているが、 この試みで問題 になった ことに、 「自分が頑張 っていることが上司に理解

されているのだろうか」 とか、 「社 内で 日常的に感 じてい る刺激が感 じられない」などの

不安があげ られている。

確かに休 日の事務所 で一人仕事を してみ ると集中でぎるかわ りに、人 との コミュニケー

シ ョソがな く、どことな くもの足 りない感覚を味わ ったことがある。 このような不安 を解

消する方策と しては、本社 とサテライ ト・オフィスの問にカラー ・デ ィスプレイを設置 し、

テ レビ回線でつなげてお く方法などが考 え られる。

日本でのテ レワー クシステムがなかなか普及 しない大 きな理由の一つに、仕事の評価が

「仕事はオフ ィスに集 まってや るもの」 とい う勤務態度、す なわち 「プロセス重視」の傾

向がある。欧米社会ではすでに仕事の評価は、 「アウ トプ ッ ト重視」で、ダラダラ残業な

どは歓迎 されない クールな社会である。

また労働者 にとっては、テ レワー クを利用す ることにより、通勤時間が短縮 され 、疲労

の軽減が期待で きる し、 より多 くの余暇時間を享受できることにな る。

イソター ネ ットなどの情報 ネ ッ トワー クは、これまで述べてきた ように、何時で も何処

で も、そ して誰で も、情報の検索収集そ して発信が出来るとい う性格の ものである。

つま り、情報 というものが公的な もの と私的な もの との2種 類の ものに分け られ るとし

た ら、この公的な部分 と私的な部分の時間的空間的 ボー ダーがな くなって来 る時代になる

ことは、想像 に難 くない。

つま り、従来の専門家達に よる クローズ ドな環境か ら、非専門家達 による開放かつ分散

単独型のネ ッ トワー ク社会が誕生 しつつある訳で、この ような情報ボー ダレスな社会にとっ

ては、 さまざまな価値観すなわ ち、公共性、市場原理、 自己責任、弱者保護、公序良俗な

どの理念に対する配慮 の優先度や、一定のルールを把握す ることが急務だろう。

この ような ネ ッ トワー クを利用す る人のためのエチケ ッ トルール、略 してネチケ ッ ト

(倫理網領)が 平成8年 度の情報処理学会で提案されているので、次に紹介す る。

〈情報処理学会倫理網領 〉

(前 文)

我々情報処理学会員は、情報処理技術が国境を越えて社会に対して強くかつ広い影響力
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を持つ ことを認識 し、情報処理技術が社会に貢献 し公益に寄与することを願い、情報処理

技術の研究、開発お よび利用にあた っては、適用 され る法令とともに、次の行動規範を遵

守す る。

1.社 会人と して

1.1他 者の生命、安全、財産を侵害 しない。

1.2他 者の 人格 とプ ライバ シーを尊重す る。

1。3他 者の知的財産権 と知的成果を尊重す る。

1.4情 報 システムや通信ネ ットワークの運用規則を遵守する。

1.5社 会におけ る文化の多様性に配慮す る。

2.専 門家 と して

2.1た えず専門能力の向上 に努め、業務 においては最善を尽 くす。

2.2事 実やデータを尊重す る。

2.3情 報処理技術が もた らす社 会やユーザへの影響 と リスクについて配慮す る。

2.4依 頼者 との契約や合意を尊重 し、依頼者の秘匿情報を守 る。

3.組 織責任者 として

3.1情 報 システムの開発 と運用によって影響を受けるすべての人々の要求 に応 じ、そ

の尊厳 を損なわない ように配慮す る。

3.2情 報 システムの相互接続について、管理方針の異 なる情報 システムの存在す るこ

とを認 め、そ の接続 がいかなる人々の 人格を も侵害 しないように配慮す る。

3.3情 報 システムの開発 と運用について、資源の正当かつ適切な利用のための規則を

作成 し、その実施に責任を持つ。

3.4情 報処理技術の原則、制約 、 リスクについて、 自己が属す る組織の構成員が学ぶ

機会を設け る。

注)本 網領は必ず しも会員個人が直面す るすべての場面 に適用で きるとは限 らず、研究領

域における他の倫理規範 との矛盾が生 じることや、個 々の場面にお いて どの条項 に準

拠すべ きであるか不明確(具 体的な行動に対 して相互の条項が矛盾す る場 合を含む)

であることも有 り得 る。 したがって、具体的な場面における準拠条項の選択や優先度

等の判断は、会員個人の責任に委ね られ るものとす る。

付 記

1.本 網領は平成8年5月20日 より施行す る。

2.本 網領の解釈および見直 しについては、必要に応 じて委員会を設置す る。
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人間の社会の進歩の順は 「血縁社会」 に始まる。血のつなが った人たちが集 って共同体

を作っていた。やがて農耕社会になると、土地を共有 し水を管理す る 「地縁社会」にな り、

村落共 同体がで きる。

その後近代工業社 会になると、」血縁社 会も地縁社会 も衰退 して、 「職縁社 会」が生 まれ

る。つま り同 じ職場 を縁 とす る社会で、仕事を離れて ゴル フや カラオケに行 くの も職場の

人間 と一緒。職場結婚な どを見て も、 これが職縁社 会の縮 図といえよう。

この職縁社 会に基 づ く人間関係が崩壊 の方向へ進み 、個人の価値観や思想、趣味などを

含む情報の共有 によって形成 される新 しい人間関係 が生まれ ようとしている。 これがネ ッ

トワー ク上の市民、す なわちネチ ズンの誕生である。

今後、マルチ メデ ィアの職場感は高まり、そ して これが広 く普及するとコミュニケー ショ

ソは 「場所」 という束縛か ら少 しつつ開放 され、ネ ッ トワー クのサイバースペース上での

活動や コ ミュニケー シ ョソ、さらには 「好縁」 とい った ものが誕生す る時代が、もうそ こ

まで来てい る。
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